
芦田裕子税理士事務所便り 

民法（相続関係）等改正試案に関して 

平成29年中の国会提出の見通しですが、法制審議会は、民法（相続関係）
部会は、配偶者の遺産相続を拡大するなどの中間試案をまとめました。 

◆その他の主な見直し 
(1)遺言制度に関する見直し 
 遺贈等の対象となる財産の特定に関する事項
については、自書でなくても良いものとします。 
 
(2)相続人以外の者の貢献を考慮するための見
直し 
 相続人以外の者が、被相続人の療養看護等を
行った場合には、一定の要件のもとで、相続人
に対して金銭請求ができるようにします。 
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◆配偶者の相続分の見直し 
 配偶者の貢献の反映が不十分であることから、
次の二つの見直しの方向性が検討されています。 
①被相続人の財産が婚姻後に一定の割合以上増加
した場合に、その割合に応じて配偶者の具体的相
続分を増やすという考え方。 
 
②婚姻成立後、一定期間（例えば20年、30年）が
経過した場合に、一定の要件のもとで、法定相続
分を増やすという考え方。 
 
 
◆配偶者の居住権の確保 
①短期居住権の新設 
 配偶者が相続開始の時に遺産に属する建物に居
住していた場合には、遺産分割が終了するまでの
間、無償でその建物を使用できるようにする。 
 
②長期居住権の新設 
 配偶者が居住する建物を対象として、終身また
は一定期間、配偶者のその使用を認める法定の権
利を創設し、配偶者に長期居住権を取得すること
ができるようにする。 

【あとがき】 

カレンダーの残りの枚数が3枚になる頃になると、クリスマスやおせち料理の 

予約販売が始まったり、年賀状印刷のチラシが送られてきたりと、何だか年末に向けて 

追い立てられるような気持ちになります。 

今年は年の初めから風邪を何回もひいて、病院通いが続きました。 

それでもお元気な社長や先輩たちにお会いするとパワーをもらい、まだまだ頑張らないと！ 

と思います。今年一番の収穫は「夢をあきらめないでコツコツ続けていると、 

必ず未来につながる」ということを実感できたことです。 
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